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MTVが贈るライブイベント「MTV LIVE MATCH」 

＜AKLO、KANDYTOWN、THE RAMPAGE from EXILE TRIBE＞  

次世代シーンを担う 3組が熱いステージを展開 

イベントの模様は4月 21日（金）23時より放送 

 

米国バイアコム社傘下のバイアコム・ネットワークス・ジャパン株式会社（所在地：東京都港区、代表

取締役社長：井股 進）が運営する世界最大級のユース向け音楽&エンターテインメント・チャンネル

「MTV」と、国内最大手のケーブルテレビ局統括運営会社である株式会社ジュピターテレコム（J:COM、

本社：東京都千代田区、代表取締役社長：牧 俊夫）、株式会社エニー（本社：東京都港区、代表取締役

社長：櫻井 俊一）、株式会社シブヤテレビジョン（所在地：東京都渋谷区、代表取締役社長：秋元 耕士）

は、3月 8日（水）に新木場スタジオコーストでライブイベント「MTV LIVE MATCH」を開催いたしま

した。 

オーディエンスの歓声の中、AKLO、KANDYTOWN、THE RAMPAGE from EXILE TRIBEの 3組がそれ

ぞれの持ち味を生かした熱気あふれるステージを披露しました。このイベントの模様は4月 21 日（金）

23時よりMTVにて放送いたします。 

＜イベント概要＞ 

 イベント名：MTV LIVE MATCH   http://specials.mtvjapan.com/livematch2/ 

 開催日時：2017年 3月 8日（水） 

 会場：新木場スタジオコースト 

 出演：AKLO、KANDYTOWN、THE RAMPAGE from EXILE TRIBE （ABC 順） 

 主催：J:COM／エニー 

 企画：MTV 

 制作：シブヤテレビジョン 

 来場者数：1800人  
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＜ライブレポート＞ 

3 月 8 日（水）に東京・新木場スタジオコーストにて「MTV LIVE MATCH」が開催された。「MTV LIVE MATCH」

は、MTV の企画による新しいライブイベント。昨年 6月に東京・TSUTAYA O-EAST で開催された第一弾公

演では Beat Buddy Boi、ベリーグッドマン、FAKY、シクラメンの 4組が出演。会場の規模を拡大した今回

の第２弾公演では、次世代の音楽シーンを担う３組、総勢 33 名による豪華な競演が実現し、熱狂のステージ

を繰り広げた。 

トップバッターを務めたのは、世田谷で育った幼馴染たちによる総勢 16 名のヒップ・ホップ・クルー、

KANDYTOWN。MUDと YONGU JUJU の２MCによる「Paper Chace」からスタートし、DJ のWEELOWが

曲をつないでいくたびに、ステージ上にラッパーが一人、また一人と現れる。80 年代風のアーバンファンク

「Vice City」「On Za Boggie」で良質なバイブレーションを響かせ、Reebok CLASSIC とのタイアップで話

題を集めたアンセム「Get Light」では彼らの楽曲の世界観をしっかりと観客に伝えた。それはまるで、

“KANDYTOWN”という架空の街のストリートに集まる若者たちの日常を描いた映画を見ているようなステー

ジとなっており、メロウなグルーヴの「Scent of a Woman」、DJ の MASATO が参加したブギーファンク

「R.T.N.」を経て、パーティーを楽しんだ仲間と迎える夜明けを想起させるラストナンバー「1TIME 4EVER」

では 10 人のラッパーがマイクを握り、都会の光と影、狂騒と孤独、理性と官能、希望と絶望のコントラスト

を切り取った映画はエンディングを迎えた。 

続いて登場したのは、昨年 6月にアルバム「Outside the Frame」でメジャーデビューを果たしたトライリン

ガルラッパーの AKLO。ハードなヒップホップに触れた機会が少ない 10 代の女の子たちで埋め尽くされた会

場を見渡しながら、「16 人組のグループに挟まれて、一人でやらないといけないんだけど、がんばりますよ」

とあいさつした彼は、観客が少しでも新しい音楽との出会いに心を開けるように１曲１曲、優しく解説しなが

ら、ゆっくりとフロアのテンションを上げていった。最新アルバムの表題曲ではオーディエンスがジャンプし、

トラップナンバー「New Days Move」「RGTO」では手を前後させるなど、ヒップホップに不慣れな人を次第

に乗せていく見事なアクティング。さらに、「今日は女の子が多いと思ったので、普段はあまり書かないラブ

ソングを用意してきました」と語った失恋ソング「Foot Print」では大人の男の色香を漂うわせる歌声で観客

を魅了。「Me Myself and I」、つまり、信じるのは“私”＝自分だけだという曲から始まり、“お前”＝あなたの心

の痛みを幸せで埋めたいというメッセージを込めた「Your Lane」で終わる全 11 曲。最後はオーディエンス

全員が手を左右に振りながら笑顔でライブを楽しんでおり、フロアはなんとも言えないピースフルでハッピー

なバイブレーションで満ち満ちていた。 

 トリを飾ったのは、結成した 2014 年に３万人以上を動員した厳しい武者修行を経て、今年１月にシングル

「Lightning」で、待望のメジャーデビューを果たした、16 人組のダンス＆ヴォーカルグループ、THE 

RAMPAGE from EXILE TRIBE。メンバー紹介を兼ねたオープニング映像が流れ出した瞬間からフロアは大歓

声に包まれた。ダンストラック「Get Ready to RAMPAGE」のイントロが流れ、パフォーマー13 名がステー

ジに登場した瞬間にオーディエンスの熱量はさらに拡大。アクロバティックなバク転からブレイクダンスを軸

にしたソロからダンスバトルのようなフォーメーションまで、グループ名の“暴れまわる”を体現するかのよう

な激しく自由なパフォーマンスからは、ダンスもヒップホップというカルチャーの大事な要素の１つであるこ

とを再確認させられる思いがした。川村壱馬によるラップをフィーチャーしたメジャーデビュー曲から３人の

ヴォーカルが加わり、イベント前日に解禁されたばかりで、４月 19 日（水）に２枚目のシングルとしてリリ

ースされる新曲「FRONTIERS」を初披露。川村ラップで壁をぶち破り、RIKU の伸びやかな高音と吉野北人

の甘く優しい歌声で新たな道を切り開く。ヒップホップというジャンルの幅広さを感じさせてくれたイベント

は、メリハリの効いた EDMナンバー「GO ON THE RAMPAGE」で観客にさらなる興奮と高揚感を与え、熱

狂の渦の中で締めくくられた。 



【番組情報】 

「MTV LIVE MATCH」 

4 月 21 日（金）23:00－24:00（初回放送）、4月 26 日（水）23:00－24:00（再放送） 

 

【MTV について】 

世界 160 カ国以上で展開する世界最大級のユース向け音楽＆エンターテインメント・ブランド「MTV」は、2001 年 1 月

1 日に日本国内においてケーブルテレビ、CSを通じてチャンネル放送と公式ウェブサイトを開始。世界の視聴者数は 7億

5000 万世帯を超え、日本では約 700 万世帯（2016 年 3月末現在）。ビッグアーティストの独占映像やライブ映像、国内

外のアワードやイベントなど、世界中で展開するネットワークを生かした音楽やアーティスト関連の多彩なコンテンツを、

日本オリジナル編成で 24 時間放送中。また、ユーザー環境により様々なスタイルで楽しんでいただけるよう、TV、ウェ

ブ、スマートフォンなどマルチプラットフォームで発信しています。2009 年 10 月からは「MTV HD チャンネル」を、

2012 年 12 月からはスカパー！でもハイビジョン放送を開始。若者の最先端カルチャーをリードし続けるエンターテイン

メント・ブランド「MTV」の放送は、全国のケーブルテレビ、スカパー！、ブロードバンド放送などを通じて一般のご家

庭、シティホテルや飲食店等でご覧いただけます。  

 

【ジュピターテレコムについて】 http://www.jcom.co.jp/ 

株式会社ジュピターテレコム（本社：東京都千代田区）は、1995 年に設立された国内最大手のケーブルテレビ事業・番

組供給事業統括運営会社です。ケーブルテレビ事業は、札幌、仙台、関東、関西、九州・山口エリアの 28 社 75 局を通じ

て約 524 万世帯のお客さまにケーブルテレビ、高速インターネット接続、電話、モバイル、電力等のサービスを提供して

います。ホームパス世帯（敷設工事が済み、いつでも加入いただける世帯）は約 2,107 万世帯です。番組供給事業におい

ては、17 の専門チャンネルに出資及び運営を行い、ケーブルテレビ、衛星放送、IP マルチキャスト放送等への番組供給

を中心としたコンテンツ事業を統括しています。 

※上記世帯数は 2016 年 9 月末現在の数字です。  

◆本リリースおよび番組内容に関する一般のお客様によるお問い合わせ先◆ 

MTV HOTLINE 0120－080－349（オペレーター対応） 平日 10:00～18:00） 

MTVホームページ： http://www.mtvjapan.com 

◆本リリースおよび番組に関する報道関係者によるお問い合わせ先◆ 

バイアコム・ネットワークス・ジャパン株式会社 マーケティング部 広報:露口  

TEL:03-6870-7693  E-mail：pr@vimn.com 

MTV PR 事務局（プラップジャパン内）荒川、岡部 TEL:03-4580-9101 E-mail：mtv-pr@ml.prap.co.jp 

http://www.jcom.co.jp/
tel:03-6870-7693
mailto:pr@vimn.com
mailto:mtv-pr@ml.prap.co.jp

